
 

堺リベラル高等学校 学校関係者評価報告書 

 

１． 実施状況 

日時 令和７年９月１１日（木） １１時００分から 

場所 愛泉学園 会議室 

 

２． 委員会構成 

 香ヶ丘リベルテ高等学校校長      １名 

 挹泉会（同窓会）会長         １名 

 愛泉学園監事             ２名 

 歯科医師               １名 

 堺女子短期大学特任教授        １名 

 香ヶ丘リベルテ高等学校元校長     １名 

 本校関係者              １名 

 

３． 評価・提言 

（１） 特色授業や行事を通して専門性を高める 

・「身体表現」や「言語表現」に焦点を当てた授業は、学校独自の教育資源として機能してお

り、教職員の創意工夫による授業実践が成果を上げている。 

・表現の場としての「海外ライブ」や「卒業制作発表（リベラルライブ）」は、生徒の自信と

達成感を高め、教育活動の到達点として有意義な役割を果たしている。 

・高い達成率に満足せず、表現の「質」を高める仕組み（評価基準やルーブリックの明確化、

生徒による自己評価など）を取り入れることも有効と考えられる。 

・クラブ活動や授業以外の場にも表現教育を広げ、学校全体として「表現する文化」を醸成す

る取り組みが期待される。 

・「総合的な探究の時間」では、堺市が推進するアップサイクルプロジェクトに参画し、「堺が

次代につなぐものづくり」をテーマに、生徒が商品企画から販売までを担う実践的な授業を

展開した。製品化されなかった素材を活用し、パスケースや鞄などにアップサイクルした商

品を髙島屋堺店で販売する実体験を通じて、生徒たちは表現力や企画力を育むことができた。

本取り組みは、表現教育と持続可能な社会づくりを結びつけるものとして教育効果の高い実

践として期待される。 

・自己肯定感が低い傾向にある生徒も見受けられる。そうした生徒に対しては、成功体験を積

み重ねることに加えて、他者から認められる機会を増やすことが効果的だと考えられる。 

 

 

 

 

 

 



 

（２） 学習環境の整備と自分の目指す進路の実現  

・習熟度別クラス編成、早朝テスト、放課後補習、外部講師による「勉強塾」など、多角的な

学習支援体制が整備され、個別対応の充実が図られている。 

・ＩＣＴの活用についても、スタディサプリやスタディイングリッシュ、タブレット導入など

により、学習の質・量ともに向上が見られる。 

・学力層の幅が広い生徒に対応するため、さらに柔軟な教材設計（自宅での事前学習で知識を

習得し、教室では演習や議論を行う反転授業や個別最適化学習）の導入を検討しても良い。 

・「勉強塾」やＩＣＴ教育などの導入により、生徒一人ひとりの学習スタイルに対応した多様

な学びの場が確保されており、進路決定率・満足度ともに高い水準を維持している。 

・ＩＣＴ活用について、教員間での活用格差をなくすための研修や教材共有が必要である。 

 

（３） 身だしなみ・マナー指導による女子教育 

・「挨拶・服装・頭髪」を軸としたマナー指導は、生徒の意識向上に一定の効果を上げている。 

・自己評価アンケートの達成率も昨年度を上回り、地道な取組が成果として現れている点は 

評価できる。 

・達成度が比較的低かった身だしなみ指導において、教員間の指導基準の不一致や指導方針 

の差異が課題として挙げられている。 

・全体での共通理解と合意形成を図り、「なぜ必要なのか」という指導の背景・目的を生徒に

も共有することが重要である。 

・生徒が納得のいく説明と、時代に合った柔軟な視点を取り入れた対応が求められる。ＬＨＲ

での対話型活動や、生徒会によるマナー啓発活動の導入なども有効と考えられる。 


